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1. 教育の責任 

私は、佐賀大学総合分析実験センターに所属する。ここでは，生物多様性条

約の下のカルタヘナ議定書（遺伝子組換え生物を扱うための国際的取り決め）

を担保するための国内法が、学内で適切に遂行されるための管理およびそれに

関わる教育に携わっている。また、本年の 8 月に日本が締約国になった、生物

多様性条約の下の名古屋議定書（遺伝資源の移動に関する国際的な取り決め）

に関しても、管理およびそれに関わる教育に携わっている。また、総合分析実

験センターでは、各種の分析機器を提供しており、これら機器の管理や、使用

法に関する教育にも携わっている。特に、2018 年に、先端研究基盤共用促進事

業（新たな共用システム導入支援プログラム）に採択され、本学の共用機器の

整備を率いてきた。さらに、放射線取扱主任者が不在なときには、放射線取扱

いに関する管理や教育に携わることがある。これらの業務を遂行するために、

学生のみならず、教職員も対象に定期・不定期の研修会として教育を行ってい

る。 

また、私は佐賀大学大学院先進健康科学研究科に属しており、ここで修士課

程の学生の教育・指導を担当している。また、農学研究科でも講義を行ってい

る。ここで担当する主な科目は、分子細胞生物学特論（農学研究科）・細胞情報

学特論（農学研究科）・ゲノミクス特論（先進健康科学研究科）・トランスクリ

プトミクス特論（先進健康科学研究科）・特別研究（先進健康科学研究科）であ

る。分子細胞生物学特論・細胞情報学特論・ゲノミクス特論・トランスクリプ

トミクス特論では、自らの専門分野である分子生物学の中でも、ゲノム科学や

データサイエンスを中心に実践形式で教育している。特別研究は、修士論文作

成を目的とした研究の指導である。後でも述べる様に、ここでの指導は私が特

に重視している教育理念『「科学的思考法」あるいは「科学の方法」の伝授』を

学生に伝える大切な機会となっている。 

佐賀大学農学部には所属こそしないものの、農学部の学生の教育・指導を担

当している。ここで担当する主な科目は、分子細胞生物学・卒業研究である。

分子細胞生物学では、自らの専門分野である分子生物学の中でも、特にゲノム

科学周辺を教育している。卒業研究も、教育理念を伝える大切な機会となって

いる。 

また、全学教育機構の基本教養科目として「生物科学の世界 B」を、全学の

希望者を対象に教えている。今後、各個人の遺伝情報が全解読される時代にな

るが、その影響についても議論して、「遺伝」という現象の重要性を、幅広い人

に伝える良い機会となっている。 

また、佐賀大学以外でも鹿児島大学大学院連合農学研究科にも属しているが、

ここでは佐賀大学以外での活動については言及しないことにした。 
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これらの教育の責任を果たすために、主な科目としたもの以外も含めて授業

科目を根拠資料 1（学部教育科目）および根拠資料 2（大学院教育科目）にまと

めた。 

 

2. 教育の理念 

私の特に重視している教育の理念は、「科学的思考法」あるいは「科学の方法」

を教えることを通して、スペシャリストとしても、ジェネラリストとしても活

躍できる人材を育成することである。 

 

「科学的思考法」あるいは「科学の方法」は、1. Make an observation, 2. Form 

a hypothesis, 3. Perform the experiment, 4. Analyze the data, 5. Report your 

findings の手順からなる。日本における理系大学教育、あるいは大学院教育で

は、3.の Perform the experiment を重視しがちであるが、ここだけを教えても

「科学的思考法」あるいは「科学の方法」を身に着けたことにはならない。こ

れら全部を教育することが必要である。 

このように思うのは、研究現場での実体験、つまり、卒業研究や修士論文研

究が行われている現場での見てきたことに基づいている。私の専門とする分子

生物学の研究分野は、近年、データサイエンスによる研究手法が勃興してきた

ものの、実験科学主体の分野であった。実験科学主体の研究現場では 3.の

Perform the experiment のみを重視することがしばしば見受けられる。 

一つは、教員（研究者）側の問題である。指導される側の学生に、ひたすら

実験のみをさせても、研究成果が生まれることがしばしばある。そのために、

労働集約的な長時間労働を学生に強いることが見受けられるのである。 

もう一つは、指導される学生側の問題である。実験のみを行っていても、教

員（研究者）から厳しく指導されないために、安心してしまうのである。そも

そもこの単純な実験の繰り返し作業を研究と思っている学生さえいる。 

「ピペット土方(どかた)」もしくは「ピペット奴隷」というインターネットス

ラング、またはそれを略した「ピペド」という言葉がある。これは、生命科学

の研究室での単純労働者を指す言葉である。このスラングの存在こそが、この

問題の深刻さを示している。 

生命科学系の研究現場（大学・企業・その他の研究機関）には、研究の立案

を行わず、実験のみを行う職種が存在する。このことも、教員（研究者）側や

学生側が、実験のみをすることに満足するという問題の背景にある。しかし、

価格こそまだ高いものの人を上回る性能の生命科学実験を行うロボットが出現

している。学生が機械に置き換わりつつある職業についてもらいたくないとい

うのが、私の気持ちである。 
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そのために、5 つのステップうちの、3. Perform the experiment 以外をしっ

かりと教育していきたいと思っている。 

特に、5 つのステップのうちの最初のステップである 1. Make an observation

を行うためには、これまでの膨大な発見・知識をあらかじめ知っておく必要が

ある。つまり Google Scholar のウェブサイトにもある「Stand on the shoulders 

of giants 巨人の肩の上に立つ」ことが重要である。あるいは、論語にある「子

曰、学而不思則罔、思而不学則殆（子曰く、学びて思わざれば則ち罔し（くら

し）、思いて学ばざれば則ち殆し（あやうし））」が重要である。 

これまでの膨大な発見・知識をあらかじめ知っておくことの重要性を痛感し

た私自身の体験を記しておこう。私が卒業研究を始めたとき、これまで学んで

きた学習内容では、指導教員と高度な議論できず、実験作業のみで卒業研究が

終わってしまうことに気がついた。つまり、能動的（アクティブ）に研究を行

えないことに気がついた。そこで、当時出たばかりの Molecular Biology of the 

Gene の 4 版を原著で読み上げ、また、論文をたくさん読むことを数ヶ月かけて

おこなった。そして、辞書なしで論文が読めるようになった頃に、なんとか指

導教員と議論できるようになった。現在、能動的（アクティブ）に学ぶことが

推奨されているが、その難しさを知った体験となっている。 

私は、自ら膨大な発見・知識をあらかじめ知らないと、上述の 5 つのステッ

プを実行できないことに気がついたが、多くの学生がそうではない。卒業研究

のために研究室に配属された時のみならず、講義等の機会においても、過去の

発見・知識を知ることの重要性、及び、それを知ってから、上述の 5 つのステ

ップを実行できることを伝えていくことが重要だと思う。 

上述の「科学的思考法」あるいは「科学の方法」を教えることを通して、ス

ペシャリストとしても、ジェネラリストとしても生きていける人材を育成して

いくことは大学卒業後の知的な活動・生活一般に役立つと考えているからであ

る。 

 

3. 教育の方法 

上述の教育理念を遂行するために教育方法を工夫することが大事である。ま

た、動機付けとしての「科学の楽しさ」を体験させることも教育方法に取り入

れることが重要であると考えている。そこで、「科学の楽しさ」を体験させるこ

との重要性を下記で説明した後に、個別の教育方法の工夫を述べる。 

 

私は、大学教員になることを目指した理由は、子供の頃、科学が楽しそうだ

と感じたからである。また、実際に楽しいと今でも感じている。人生は楽しく

なければならない。ぜひ、この「科学の楽しさ」を学生たちに伝えていきたい。 
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では、なぜ科学は楽しいのであろうか？発見が喜びなのだと思う。私自身の

研究活動は、小さな発見の積み重ねであり、それが大きな発見につながってい

った。便利な時代になったもので、Google Scholar で Yukio Nagano と打てば、

私達による代表的発見を知ることができる。引用元が 100 を超えるものについ

ては、比較的大きな発見であると自負している。これら「比較的大きな発見で

あると自負するもの」の中には、佐賀大学から発表したものが 3 件（研究論文 2

件、総説 1 件）含まれる。私自身は、これら大きな発見も、小さな発見もとて

も楽しかった。この楽しさを伝えるための個別の工夫については後述する。 

この「科学の楽しさ」を伝授することが、上述の教育理念『「科学的思考法」

あるいは「科学の方法」の伝授』とつながっている。「科学の楽しさ」を味わえ

ば、教育理念で取り上げた 5 つのステップを頑張って実行しようとするし、ま

た、これらステップを実行すれば、科学の発見がより楽しいのである。 

 

3.1. 講義の工夫１（図を多用することでわかりやすく） 

全学の希望者を対象とした講義「生物科学の世界 B」や、農学部での専門科

目「分子細胞生物学」では、図を示し、その図を説明するという方法で講義し

ている。つまり、文の羅列にならないようにしている。文で理解するよりも、

絵で理解したほうが、多くの場合、分かりやすいからである。 

（証拠となる資料は権利の関係で、示すことができない。） 

 

3.2. 講義の工夫 2（発見過程も含めて講義） 

全学の希望者を対象とした講義「生物科学の世界 B」では、「遺伝」について

教えている。今後、各個人の遺伝情報が全解読される時代になるが、その影響

を考える機会になって欲しいと考えている。一方で、「遺伝」という現象を、幅

広い人に伝えるのは難しい。また、難しいことを教えつつ、「科学の楽しさ」も

伝えたい。この講義で活用しているものは、DNA from the beginning 

(http://www.dnaftb.org/)の内容である。発見の過程を紹介しつつ、「遺伝」に関

わる諸事項を解説している。発見の過程が紹介されていることで、事実・事項

のみを伝えることにならず、上述の教育理念を伝え、また、教育方法で重視し

たい「科学の楽しさ」を伝えることになる。 

（証拠となる資料は権利の関係で、示すことができない。） 

 

3.3. 講義の工夫 3（考えさせるための演習・試験問題） 

全学の希望者を対象とした講義「生物科学の世界 B」や、農学部での専門科

目「分子細胞生物学」では、科学的事項を伝えるだけではなく、考えさせるた

めに演習問題を与えている。また、試験問題も科学的事項を説明させるような
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問題を少なくし、考えさせる問題を多くしている。つまり、私が大学生だった

頃に多く行われていた、講義で科学的事項のみを学び、試験ではそれを説明す

るという形式をとっていない。幸いにも、「生物科学の世界 B」で活用している

DNA from the beginning (http://www.dnaftb.org/)や、「分子細胞生物学」で活

用している教科書「Essential Cell Biology」では、優れた演習問題が提供され

ているので、これを活用している。 

（証拠となる資料は権利の関係で、示すことができない。） 

 

3.4. 講義の工夫４（考えさせるための学生実験） 

 農学部三年生を対象に「生化学実験」を教えている。実験操作法の習得だけ

にならないように、考察を重視したレポート作成を促している。また、実験内

容と関連した演習問題も出し、より考察を重視させている。さらには、「コピペ

検出ソフト「コピペルナー」を導入した」と実験中に宣言することにより、不

正行為を防ぎ、他人のレポートを写すことで考える機会を失うことがないよう

工夫している。 

なお、http://www.iac.saga-u.ac.jp/lifescience/Jul_19_2014.pdf に不正行為防

止策の成果を公表している。 

 

3.5. 講義の工夫５（考えさせるための大学院の講義） 

大学院の講義「分子細胞生物学特論」「細胞情報学特論」「ゲノミクス特論」「ト

ランスクリプトミクス特論」では、ゲノムなどのデータを直接コンピューター

で解析させる演習型の講義を行っている。データサイエンスを先導しているゲ

ノム科学について、生のビックデータを解析することで、最先端生命科学研究

を実施するための即戦力養成に繋げている。 

つまり、生のデータを解析させることで、上述の教育理念を実行することに

もなるし、解析過程で新たな発見があることから、教育方法で重視したい「科

学の楽しさ」を伝えることにもなっている。 

（証拠となる資料は権利の関係で、示すことができない。） 

 

3.6. 卒業研究・修士論文研究における取り組み 

上述の教育理念を実行し、教育方法で重視したい「科学の楽しさ」を伝える

最大の機会である。先人に敬意を払うことの重要性を説き、上述の 5 つのステ

ップがすべて大事であることを説いている。また、なるべく学生本人に発見さ

せるために、研究に関する指示の量を多くも少なくもないよう、適切な量にし

ている。また、多くの研究室と同様に、学術論文の紹介を研究室員の前でさせ

ている。その際には、まず学術論文を読むことが重要であるが、単に読ませる
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だけではなく、読めているかどうかの確認を徹底し行っている。その後に、皆

の前で発表させている。つまり、論文紹介をさせた後に、「きちんと読めていな

い」と指導するだけで終わるケースが多いが、それは行っていない。修士論文

研究の学生に関しては、必ず国内外で学会発表させるとともに、自ら論文を書

いて学術誌へ論文投稿をすることを推奨している。卒業論文研究の学生に関し

ても、卒論発表会の他に、学会での発表を促している。 

 

4. 教育を改善するための努力 

 

4.1. 「証拠に基づく教育学」による成果を学び、反映させる 

医学では「ランダム化比較試験＝エビデンス」とされており、ランダム化比

較試験以外で示唆された結果は眉唾であると言われる。ランダム化比較試験は、

特にアメリカで、教育に関しても行われている。「証拠に基づく教育学」がおこ

っているのである。したがって、この「証拠に基づく教育学」による成果を学

び、教育方法に反映させることが重要である。逆に、巷にあふれる「直感に基

づく教育方法」は採用しない。私は教育学者ではないけれども、「証拠に基づく

教育学」に関する本は、今後も読んでいく。 

 

4.2. 私自身を磨く  

「証拠に基づく教育学」における重要な成果は、「能力が高い教育者が良い教

育をしている」ということである。個人の能力が重要なのである。そのために

は、私自身を磨くことが重要である。そこで、次のことを心がけたい。 

「最先端を教えられることが大学教員としての責務である」と学生時代に教

えられたが、この考えを大事にしたい。各県に配置された地方国立大学は、そ

の県のトップの教育研究機関である。トップの教育研究機関が最先端の学問を

教えられなければ、存在意義がない。大学が大衆化した中、学問の最先端を教

ることは重要ではないという主張には異を唱えたい。 

また、生命科学の研究手法として、データサイエンスが勃興した際に、私は、

このパラダイムシフトに必死でついて行こうとしたし、実際、ついて行けたと

思う。これは「最先端を教えられることが大学教員としての責務である」と教

えられたからである。 

さらに、「教育と研究は不可分であり、優秀な研究者は良い教育ができる」と

学生時代に教えられたが、この考えを大事にしたい。実際に、優秀な研究者の

研究室から、多くの優れた人材が育つ様を見てきた。 

研究能力と相関がある研究業績に関しては、Google Scholar や ResearchGate

等で、容易に知ることができる。また、最近、論文査読業績を評価するサイト
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publons（https://publons.com/home/）も開発されており、私自身も活用してい

る。一方で、個人の教育業績を評価・検索するサイトがない。「研究能力≑教育

能力」であり、このことを学生が知っている以上、教育業績・能力を評価・検

索する技術が開発されるまでは、特に研究能力を高めることは重要である。 

 

4.3. FD 活動 

記録を残していないが、FD 活動に参加してきた。ここで、わかったことは、

教育学者の多くはプレゼンテーション手法さえ学んでいないということである

（字だらけで、聴衆に見えないスライドを使うなど）。そのような者が教育を語

ってはならない。 

今後も、批判的に FD 活動に参加して、活用しても良いという証拠があるも

のは活用していく。 

 

5. 教育の成果・評価 

私の教育理念を特に体現しているのは、「卒業研究」、「特別研究」である。実

際、卒業論文研究・修士論文研究の指導学生は、スペシャリストとしてもジェ

ネラリストとしても活躍している。スペシャリストの顕著な例は大学教員にな

った者であり、ジェネラリストの顕著な例は大手都市銀行に勤める者である。

後者については、佐賀大学において最初であると聞いている。これまで、博士

課程に進学した者全て（2名）が、日本学術振興会の特別研究員 DC1に採用され

ている。このうちの一人は、佐賀大学を代表する論文（Google Scholar におい

て 200 件以上の引用）を発表している。ただし、卒業論文で配属される学生の

多くが優秀である可能性が高い点に留意する必要がある。私は農学部に属して

いないため、配属人数のノルマがなく（０人でもよく）、希望する者のみが配属

されるのである。しかし、それを差し置いても、顕著に活躍している人材を育

てることができたと思う。 

次に、自ら講義に関して、評価したい。残念ながら、多人数の受講者がいる

講義は、全学教育機構の基本教養科目「生物科学の世界 B」のみである。デー

タサイエンスに基づけば、それ以外の講義に関しては「授業評価アンケート」

で評価できるほどの受講者がいない。根拠資料 3（「生物科学の世界 B」の授業

評価アンケートの結果）を分析すると、特に優れた点も劣る点も見いだせない。

しかし、遺伝という比較的難しい現象を文系学生に教えているにも拘らず、平

均的な評価であったことは評価に値すると考える。文系学生の試験点数は低く

ないことから、文系学生にも理解できているのだと考えている。 

教育に関する特筆すべき業績は、教育活動の補助金の獲得である。2015 年か

ら 5 年、連続で、日本学術振興会の「ひらめき☆ときめきサイエンス」に採択
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され、高校生を対象にゲノム科学についての体験教室を実施した。本事業に連

続して採択されているのは、佐賀大学において私のみである。また、アンケー

トの結果、イベントに参加した生徒からも高い評価を得ている。（「ひらめき☆

ときめきサイエンス」については、不適切に制度が変更されたために、応募を

やめた。）また他にも、JST の「さくらサイエンスプログラム」に 2 度採択され、

ミャンマーの学生・研究者の教育に尽力してきた。 

また、国費留学生を 2018 年から 1 名、2019 年から 1 名受け入れて、国際貢

献している、 

 

6. 今後の目標 

・自らを磨きたい 

 教育、および、教育と一体の研究についてもっと頑張って、自らを磨きたい。 

 

・「根拠に基づく教育学」をもっと勉強したい 

「根拠に基づく教育学」の重要性を説いたけれども、これに出会ったのは最

近である。人に進められて、中室牧子著『「教育」の経済学』を読み、衝撃を受

けた。もっと「根拠に基づく教育学」に関する勉強をし、これを自ら教育に活

かしたい。 

 

・国内外でリーダーとして活躍する人材を育てたい 

 今後もリーダーとして活躍する人材を育てたい。特に、国外で活躍している

人が少ないので、国外で活躍する人材を育てたい。 

 

・開発されることを期待している「教育力評価・検索サイト」で高い評価を得

たい 

 将来、教育能力を世界規模で数値化し、教育能力を評価・検索する技術が開

発されることを期待している。例えば Google 社が開発するなら Google 

Educator という名称になるかもしれないし、ResearchGate のごとく

EducationGate という名称かもしれない。この開発されることを期待している

「教育力評価・検索サイト」で、私自身が高い評価を得たい。 


